
 

 

授業でのタブレット端末の活用 

 情報教育部  江口 宗俊   

 情報通信機器・技術が発達し、PC・タブレット端末が普及した現在、学校においても PC 端末は

特別なものではなく、鉛筆やノートと同様に文房具の１つとして扱われるようになってきました。

３年生以上には、１人１台のタブレット端末（iPad）が配付され、iPad を活用しながら日々の授

業を行っています。今回は、その様子を少し紹介します。 

① ミライシード 

 このアプリケーションは、個別に漢字や計算などの反復学習が行える「ドリルパーク」、児童が

意見を出し合い交流できる「ムーブノート」、スライドショーで自分の考えや調べたことを発表で

きる「オクリンク」の３つの機能をもっています。 

 「オクリンク」はスライドショー機能を使い、県の紹介や漢字クイズ、大切なものの紹介等の発

表スライドを作る活動等を通して、「表す」力を高めることができます。また、デジタル教材もす

ぐに使えるようになっていて、６年生の算数では、一人一人が何度も繰り返して図形を動かして試

すことで、線対称や点対称の理解を深めていました。 

② Zoom 

 ５年生は外国語の活動で Zoom を使用し、初めて会う別の学校

の ALT に自己紹介をしました。オクリンクを使ってスライドショ

ーを作成し、それを見せながら話しました。知らない相手への自

己紹介はとても緊張した様子でしたが、相手に自分の英語が伝わ

ったことで充実感を得ることができました。 

 また、９月中旬には家庭での Zoom の接続確認を行いました。３

年生以上のお家の皆さまには、春先にネットワーク環境を整えてい

ただきありがとうございました。全家庭で接続確認を行うことがで

きました。Zoom をつなげることで臨時休業など、もしもの場合に

もオンラインで担任やクラスの子どもたちが対面でつながること

ができるようになりました。 

他にも、レポート作成や作品づくり、映像撮影などで iPad を使

用しています。 

タブレット端末の活用はまだ始まったばかり、試行錯誤している段階です。しかしながら、タブレ

ット端末を活用することで学習の充実や学習が広がる可能性を感じています。また、端末の活用が

進むにつれて、正しく使うための情報モラルの育成も課題として出てきています。今後も、児童の

学びの充実にむけていろいろな使い方を試し、安全に使えるように活用を進めてまいります。 
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創立記念日に「柏崎小歴史を学ぼう展」を今年も開催 

 昨年から、創立記念日に自校の歴史を学ぶ機会を設定しようと、パ

ネルや展示品を図書室の一角に集め、歴史展を開催しました。今年も、

小リニューアルした形で開催する予定です。今年の 10 月 2 日で、柏

崎小学校は 148 歳となりました。皆様から愛され、大切にしていただ

いていることを常々感じております。ありがとうございます。 


